
川
施
餓
鬼
会
の
お
知
ら
せ 

  

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
銚
子
に
在
っ
て
、
海
上
安
全
と
豊
漁
と
は
、
切
な
る
願
い
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
自
然
の
猛
威
の
前
に
悲
し
く
も
海
に
散
っ
た
多
く
の
同
胞
へ
の
感
謝
と
共
に
、

真
心
を
こ
め
た
供
養
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

海
の
藻
屑
と
化
し
た
方
々
へ
の
慈
悲
の
気
持
ち
は
、
仏
法
の
原
点
と
も
い
え
ま
す
。 

 

三
百
年
来
行
わ
れ
て
参
り
ま
し
た
妙
福
寺
の
川
施
餓
鬼
法
要
を
、
本
年
も
左
記
の
如
く
厳
修

致
し
ま
す
。
又
、
私
達
は
魚
介
類
等
、
海
に
宿
る
生
命
を
頂
い
て
日
々
の
生
活
を
続
け
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
是
非
真
心
を
こ
め
た
御
供
養
会
が
共
に
営
め
ま
す
よ
う
御
参
詣
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

◆
日 

 

時 
 

四
月
十
六
日
（
日
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

 

◆
場 

 

所 
 

川
口
千
人
塚 

（
雨
天
の
場
合
は
妙
福
寺
本
堂
） 

 

◆
回 

向 

料 
 

●
塔 

婆 

五
千
円
也 

 
●
経 

木 

二
千
円
也 

（
各 

回
向
料
込
み
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
東
日
本
大
震
災
被
災
物
故
者
へ
の
御
回
向
料
（
随
意
）
は
、
當
山
山
主
自
ら
が
、 

被
災
地
へ
慰
霊
参
拝
の
砌
、
義
援
金
と
し
て
直
接
お
届
け
致
し
ま
す
。） 

 

◆
申
込
締
切 

 

四
月
十
三
日
（
木
） 

【
締
切
厳
守
願
い
ま
す
。】 

海 

上 

山 
 

妙 

福 

寺 
電 
話 
〇
四
七
九
ー
二
二
ー
〇
六
五
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
七
九
ー
二
五
ー
三
一
九
八 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

キ 

リ 

ト 

リ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

  

令
和
五
年 

 

川
施
餓
鬼
会 

回
向
申
込
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

左
記
、
何
れ
か
に
○
を
御
記
入
下
さ
い
。 

◆ 

出 

席 

・ 

欠 

席 
 
 

◆ 

領
収
証
【 

要 

・ 

不
要 
】 

  

右
、
御
回
向
料
一
、
金 

 
 
 
 
 

円
也
を
添
え
て
申
し
込
み
ま
す
。 

 

郵
便
番
号 

住 
 

所 

氏 
 

名    

法  

号
（
又
は
俗
名
） 

回
向
料 

塔
婆 

・ 

経
木 

塔
婆 

・ 

経
木 

 

フ
リ
ガ
ナ 

フ
リ
ガ
ナ 

フ
リ
ガ
ナ 

施 

主 

名 

No.     

 月  日 檀
信
徒
有
縁
各
位 

も

く

ず 

ま

ご

こ

ろ 

ま

ご

こ

ろ 

電
話
番
号 

 

受 付 

 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
物
故
者
諸
精
霊
位 

回向料 


